




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　単元例②　単元名「 今と昔の地球環境の変化を見つめ、  
　　　地球環境問題の改善に取り組もう」28
　　 　生徒は生活経験を基に、
今と昔で何が変化したか
について、エネルギーや
自然環境に関する変化、
景観などを整理し、仮説
を立てる。そして、仮説
を検証するために、実際
に地域に出て調査活動を
行う。市史や昔の写真と現在を比較しながら調査を進める中で、エアコン
の室外機が増えていることや、信号の数が増えていること、自動車の台数
が増えていること、照明がＬＥＤに変わっていること、森林面積が減少し
ていること、美しい景観が減少していることなど、生活が便利になってい
く半面、失われているものがあるということに気付く。
　　 　関心が高まり、地域のお年寄りや環境に関する関係機関に今と昔の違い
についてインタビューを通じて、様々な人々と適切にコミュニケーション
を図ろうと考える。その中で、日常生活におけるエネルギーの消費量や生
活環境の変化について、暮らしの豊かさと自然の豊かさのバランスの大切
さに気付き、「気候変動問題」「水不足問題」「食糧問題」「エネルギー問
題」「人口問題」などが、持続可能な社会を脅かす喫緊の問題であること
を改めて認識する。
　　 　それら喫緊の課題の中から、探究してみたい課題を選択し調査する。例
えば、「気候変動問題」を取り上げた生徒は、二酸化炭素を中心とする温室
効果ガスの排出による地球温暖化が影響しているという事実的な知識の獲
得のみならず、地球環境は今後どのようになっていくか、なぜ地球温暖化を
食い止めることは困難なのか、どうすべきなのかといった問題に直面する。
　　 　生徒がＩＣＰＰ（国連 気候変動に関する政府間パネル）やＣＯＰ（締
28  同前、第6章総合的な学習の時間の年間指導計画及び単元計画の作成 第3節単元作成の計画
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約国会議）の情報を得た場合、英文を読み解いたり、統計やデータを解析
したりする必要性が出てくる。読み解く中で、解決困難な背景には、各国
の政治や文化、産業などが関係していることが明らかになる。先進国が、
これまで無秩序に温室効果ガスを排出し、産業の発展や経済成長をもたら
してきたこと。一方で、新興国や開発途上国は、自国の経済成長を目指し、
先進国に肩を並べようと開発を推し進めており、先進国が新興国や開発途
上国に対して、温室効果ガスの排出規制を適用させる難しさはそこにある
こと。また、多くの人口を抱える国では、雇用を生むために石炭を採掘し、
その輸出によって外貨を獲得しているということ。
　　 　教師は類似したテーマでグループを編成し、生徒同士で存分に話し合い
をさせる。その際、既存の知識や専門家や関係機関等から得た情報を基に、
因果関係を踏まえることを助言する。話合いが深まるにつれ、「気候変動
問題」は、他の「エネルギー問題」「人口問題」「食糧問題」とも関連があ
ることに気付き、他のグループの取組にも関心を持ちながら更に探究を進
めることになる。
　　 　地域の「環境問題」から、国際的視点に立った議論を行うことで、持続
可能な社会づくりの概念的知識となり、探究的な見方・考え方を働かせな
がら、資質・能力を獲得していくような深い学びを実現させていく。
　「解説編」ではこのような具体的な活動例を挙げ、意図した学習を効果的に
生み出す単元構成の在り方や学習過程を探究的にする指導のポイントを示して
いる。今改訂では、“一話完結型”ではない“連載型”の単元構成により、探
究的なプロセスをスパイラルアップさせていくことが強く求められている。
　このように学び方の質を高めていくことは勿論であるが、生徒が学んだ内容
（知識及び技能）そのものも深めていくことができないものかと悩んできた。
というのも、総合的な学習の時間の指導計画は学年の発達段階や系統性を踏ま
え、概ね学年毎に実施されているが、毎年生徒がまとめる内容は生徒個々の力
の差はあるものの、前年度と大差のない程度の内容に留まっている現状にある
からである。学習内容を深めていくには、学級担任を中心とした学年担任団に
よる指導よりも、教科横断的な学習とはいえ生徒が探究する課題解決のために
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より専門的な助言ができる教科担任制を生かした指導体制は構築できないもの
か。また、生徒会や部活動のように異学年で協働しての探究的な学習により、
先輩が探究してきた学習内容を引き継ぎ、新たな課題を導き出して更に深い探
究的な学習を進めることはできないものか考察したい。
　大学には、担当教員と学生がグループで研究活動を行うゼミナール29という
授業がある。学生が担当教員の専門性に着目しながら様々なゼミに所属し、個
人又はグループで研究テーマを設定して調査と分析を進め、研究成果を論文や
レポートにまとめたり、資料を作成しプレゼンテーションしたりしている。
この手法を総合的な学習の時間に生かすことができないだろうか。
　例えば、次のような活動が想定される。
　　① オリエンテーションを実施し、各教科担任が教科の専門性と実生活や実
社会（地域社会）とを結びつけたゼミ研究テーマを設定し、生徒に提示。
その後、全校生徒に選択希望アンケートを実施。
　　　例えば、国語ゼミ「日和山公園文学碑に見える酒田ゆかりの文人達」
　　　　　　　社会ゼミ「 酒田市活性化プロジェクト」「酒田市ビジネスプラ
ン構想」「防災」
　　　　　　　理科ゼミ「鳥海山・飛島ジオパーク」「最上川生態系」
　　　　　　　数学ゼミ「 生活に生きる数学」「解けない謎を追究（角の三等
分線等）」
　　　　　　　英語ゼミ「国際交流」「フォニックス学習の進め方」
　　　　　　　芸術ゼミ「伝統芸能」「お宝探訪」
　　　　　　　体育ゼミ「スポーツと健康」「アスリートの体づくり」
　　　　　　　技家ゼミ「健康と食品」「プログラミング」
　　② 選択したゼミ毎に集合し、ゼミ研究テーマを踏まえながら、各自が探究
したい課題について話し合う。探究したい課題が類似する者同士でゼミ
班をつくり、共同研究体制を整える。その後、各ゼミ班で探究課題や仮
説、調査方法、役割分担等を決め「活動計画書」を作成する。
29  日本大百科全書（ニッポニカ）　「ゼミナール」
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　　③ 「活動計画書」に基づいて、情報収集、整理・分析し、レポート等にま
とめる。その際、担当教師は専門性を発揮し適切な助言をし、生徒の活
動を支える。また、教科横断的な内容については、他ゼミの教師への相
談を提案するなど、研究推進のコーディネーター役を果たす。
　　④ ゼミ班毎に、研究をまとめる中で見つかった新たな課題や更に実施して
みたくなったことについて整理し、新たな「活動計画書」を作成して、
再び探究活動を繰り返す。
　　⑤ 各ゼミでの研究成果発表会を実施し、選抜されたゼミ班による全体での
研究成果発表会を実施する。更に、今年度の研究成果を生かし、各ゼミ
で次年度のゼミテーマについて議論するとともに、次年度のオリエン
テーションの掲示用に研究成果を大判用紙にまとめる。
　最初は全校生徒での一斉スタートとなり煩雑化するが、２年目からは前年度
に所属し継続希望のゼミ生がオリエンテーションで全校生徒にアピールしてゼ
ミ生を募ることもできる。また、各ゼミに分かれた後も、前年度所属の上級生
が下級生をまとめ、前年度の探究活動の成果の上に新たな探究課題を設定し、
より深い探究活動に結び付けていけるとことも考えられる。
　例えば、国語ゼミ「日和山公園文学碑に見える酒田ゆかりの文人達」を選択
した生徒達は、日和山公園の文学碑を現地調査し、どのような文人の、どのよ
うな作品が碑に刻まれているかを確認するとともに、文人と酒田とのゆかりを
記した資料等を集めたり、酒田市の設置管理担当部局に文学碑設置の経緯など
をインタビューしたりしてレポートにまとめる。翌年度は、その調査で見えて
きた関係から、文人Ａ･Ｂ･Ｃには共通点があることに気付き、この３人の酒
田を介した関係性について調査を進めるとともに、国語専科の教師の助言を受
けながら３人の文学の特色について明らかにしていく。
　また、社会ゼミ「酒田市活性化プロジェクト」を選択した生徒達は、社会科
専科の教師の助言を受けながら高齢化・過疎化が急速に進んでいる酒田の現状
を確認し、行政や民間団体でどのような取組がなされているかを調査し、それ
を一覧表にまとめ整理する。その調査の中で、市の「都市再生整備計画」が現
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在進行形で進んでいることを知り、基幹事業の一つとして実施されている「山
居倉庫周辺整備事業」を取り上げ、市担当部署の方や市民にインタビューする
などしながら、どのような整備を進めることがよいのかについて検討し、酒田
市に上申する。
　この大学で実施されているゼミ方式の授業スタイルこそ、教科の専門性を生
かし、異学年交流のよさを引き出し、探究のプロセスをスパイラルアップさせ
ながら、深い学びにたどり着ける探究活動を創り出すものとして、最後に提案
するものである。
５　おわりに
　「総合的な学習の時間の指導法」の講義を履修する学生に対して、中学校時
代に受けた総合的な学習の時間の授業についてアンケート調査を実施すると、
全ての学生が「有意義」「どちらかといえば有意義」と答えている。その理由
として、自分で考える時間や友達と一緒に活動することが多く新鮮だった、
テーマに沿って仲間と協力して成し遂げていく達成感があった、他人事でなく
身近な問題について真剣に考えられた等としている。身に付けたと考える力と
しては、主体性・自主性、協働性・協調性が多く、ついで問題発見力・解決力、
計画立案力、郷土愛などを挙げている。対象の学生はＨ２０改訂学習指導要領
の下で授業が実施された年代であり、「中央教育審議会」答申では多くの課題
が指摘されているもの、この調査は学校の努力によって趣旨実現に向けた取組
が確かに前進していることを示している。
　次年度に改訂学習指導要領の完全実施を迎える学校において、総合的な学習
の時間の趣旨の実現を可能とする方策を段階的に示してきたが、各学校の実情
に合わせ、実現可能な段階から改善が図られるための一助となれることを期待
する。
　最後に、この論文を執筆するにあたり資料提供等の協力をいただきました酒
田市教育委員会、飽海地区中学校長会、酒田市教育研究所中学校総合的な学習
の時間部会の方々に感謝申し上げます。
